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【序論】近年，Li-Fiや可視光通信への応用を目的とした変調可能な有機発光デバイスの開発が

進んでいる。一方，特定の周波数の光刺激が，動植物に影響を与えることが示唆されており，変

調可能な有機発光デバイスの農業や医学への応用にも注目が集まっている。前者は，発光デバイ

スの時定数を小さくし点光源へと近づけることで，高周波数駆動化の可能性が示唆される ([1] P. 

De Souza, et al., IEEE. OFC (2019))。しかしながら，後者では面発光であることに利点があり，素

子自体での周波数特性を理解し改善することが必要であるが，そのような研究例はあまりない。

そこで我々は，フレキシブル化に好適な逆構造有機 EL に着目した。2006 年に Morii らが報告し

た逆構造有機 EL 素子 (iOLED®) は，電子注入層にアルカリ金属を用いないため大気中の水分や

酸素に比較的強く([2] H. Fukagawa, et al., Appl. Phys. Express, 7, 082104 (2014). [3] H. Fukagawa, et al., 

Adv. Mater., 30, 1706768 (2018).)，OLEDのような厳密な封止を必要としない。従って，素子の薄膜

化が可能であり，フレキシブルかつ面発光の有機発光デバイスへの展開が期待できる。本研究で

は，フレキシブルなパルス駆動型面発光有機 ELの開発を目指し，iOLED®の周波数特性を精査し

た。 

【実験結果】測定に用いた iOLED®は以下の構成で作製した; ITO/ZnO/PEI/Alq3 (35 nm)/α-NPD 

(60 nm)/MoO3 (10 nm)/Al (100 nm)。まず電流密度–輝度特性を測定し，素子を定常状態とした後，

直流で 500 cd/cm2となる電圧にて周波数特

性を測定した。0–5 Vのパルス電圧を印加

時，10–10MHzの周波数特性の結果を Fig. 1

に示す。iOLED®は 500kHz で輝度が半減，

1MHz でも発光が確認できた。詳細はポス

ターセッションにて報告する。 謝辞：本

研究は JSPS科研費19H02599の助成を受け

たものである。 
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